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鄉
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叙
上
の
要
求
が
國
際 

法
の
權
威
を
向
上
ぜ
し
め
 
' 
新
ら
し''き
信
倐•
を
®
課

すJ 

ベ
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す
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安
全
な
る
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礎
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社
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平
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上
氏
緣
ぐ
も
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t
は
斷
言
す.
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を
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度
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打
破
す
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險
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等
の
猫
疑
は
菩
人
の
旣
比
評
論
し
れ
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く
經
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的
謬
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ち
逋
商
主
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に
基
く
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の
に
外
な
ら
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ず
。
文
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國
玛
が
煎
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主
義
的
信
條
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り
全
.然
脫
出
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る
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彼
等
の
屯
和
は
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較
も
す
，れ
ば
晴
霉
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か
さ
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>
の
危
險
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包
藏
す
：る
な
ら
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せ
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對
す
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常
の
進
步
，を
印
す
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べ
か
ら
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ビ
な
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獨
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國
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並
に
國
際
關
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ま
ら
ず
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總
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な
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ベ
け
れ
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す
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し
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继
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ら
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然
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濟
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け
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第
逬
號

.
如
何
な
る
秫
類
の
貨
幣
が
堦
加
せ
し
ゃ
 

第
ニ
次
的
等
に
區
別
せ
ず
し\
し
、 

二
、
货
幣
が
一
時
に
增
加
せ
し
か
、
或
は
漸
次
：に 

膨
脹
せ
し
ゃ
；
 

l
.

r
r

如

何

な

る

原

因

又

は

方

法

て

貨

幣

が
 

.膨
脹
せ
し
や 

四
、
如
何
な
る
隙
級
の
人
が
貨
幣
の.膨
脹V

J

最
も 

密
接
の
關
係
を
有
す
る
や

如
何V

J

な
れ
ば
、(

一)

IE
貨
が
增
加
せ
し
際
と
紙
幣. 

が
膨
脹
せ
し
時VJ、

(.1

一)

貨

幣

が

一

時

に

增

⑽

.
せ

し

場
 

合
と
漸
次
膨
脹
せ
る
時
と
、2 
ニ

一

政

府

が

紙

#

を
®
# 

せ
る
結
粜
ビ
し
て
通
貨
が
膨
脹
せ
し
塒
ビ
一
止
貨
の
流
入 

等
の
原
因
ょ
b
し
て
兌
換
.紙
幣
がi f
發
せ
ら
れ
た
る
場 

合

气

(

四)

貨
幣
の
常
加
額
が
先
づ
企
業
家
の
手
中
に 

落
ち
し
場
合
と
非
企
業
家
の
所
有
に
歸
せ
し
際
と
の
間 

に
は
利
子
步
合
の
聚
る
影
響
に
往
R々
し
て
少
か
ら
ざ 

る
等
差
を
生
ず
る 
>」

ビ
あ
る
を
以
て
な
り
。

又
、
舊
說
の
缺
點
と
看
做
す
可
&
は
貨
幣
數
量
の
變 

動
に
依-V

て
利
子
步
合
の
蒙
る
影
響
を
ば
第
一
次
的
、

' 
l

G .
i
l 

»

種
：々

の
影
響
又
は
順 

次
に
誘
致
せ
ら
る>

結
果
5:
:ば
恰
'も
同
ニ
の.
性
質
を
有■  

す
る
か
S

或
：は
向
時
に
發
生
す
を
も
の
ビ
し
て
取
极
ひ 

た
る
の|

事
に
#

せ
レ
。.
凡
そ
或
る
，
事#

が
發
生
.せ 

ば
或
も
結
果
を'酸
し
、
其
結
果.
は
次
^

第
一
一
の
結
*

を 

誘

致

し

、

第
一
一
の
結

»

ば
觅
纪
镣
3 '
の
結
^
を
生
f
 

を
常
と
す
る
も
の
に.
し
て
、
此
第
三
次
又
は
第
四
次
の 

結
*
は
往
々
第
■
次
の
結
架
と
疋
反
對
.な
る
性
質
を
有 

す
る
こ
と
ぁ
b
o
例
へ
ば
、
或

る

貨

物

の

篇

が

假 

K
V
に
突
然
激
植
せ
ぅ
と
せ
ば
其
市
價
騰
貴
す
可
く
、
典 

市
價
騰
貴
せ
ば
其
生
產
は
刺
戟
せ
ら
れ
纏
て
其
產
额
膨 

脹
し
、
其
供
給
斯
ぐ
の
如
く
增
胁
せ
ば
.市
憤
低
落
し
て 

需
用
激
增
以
前
の
標
準
に
復
す
る
こ
ビ
な
し
ビ
せ
ず
。 

而
か
も
ヽ
此
際
貨.
物

■
用
の
激
增
が
市
價
に
何
等
の 

影
鄉
货
を
與
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ずビ

論
斷
ず
る
を
得
ざ
る 

は
言
を
俟
た
ず
し
て
明
か
な6
0
.
貨
幣
の
數
量
と
利
子 

步
合
V
J
0
叫
に
於
け
る
關
係
に
就
き
て
云
ふも

亦
同 

じ
く
、
貨
幣
の
數
影
增
加
せ
ば
：利
子#
合
低
落
ず
.可
き
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物
^

も
同
時
に
騰
貴
す
る
に
至
る%
以
て
、
利
子
步
,
 

合
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v

騰
貴
し.
て
、
從
前
の
率
に
復
す
る

》」

ビ
な
し 

と
せ
ず
。
然0

V
J

雛
も
、
利
子
步
命
が
從
前
の
率
に
復 

す
る
の
故
を
以
て
貨
幣
數
量
が
刺
子
に
對
し
て
何
等
の 

影
遵
を
與
ふ
る
?,
と
な
し
と
云
ふ
を
得
ざ
る
は
获
に
喋
一 

々
ず
る
を
：要
せ
ざ
る
所
な
ら
ず
や
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
一 

幣
の
數
傲
膨
脹
せ
ば
其
第
、
一

■

次
的
影
響
i
し

.て

利

子

步

一 

合
下
落
し
、
页
に
谫
ニ
>次
又
は
第
三
次
の
結
跟
ビ
し
そ 

金
利
が
騰
貴
す
る>  
S

あ
る
も
の
な
り
ぐ
し
す
。
從
つ 

て
貨
幣
の
臟
脹
せ
し
爲
め
に
順
次
發
生
す
る
難
々
の 

結
粜
は
之
れ
を
截
然
區
別
し
て
論
述
す
る
を®-
す
s

'
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れ
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、
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織
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ぜ

る

理
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‘

爲

め
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以

下

本
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に

於y

利

子

對

貨

幣

問

題

を

講

究

す

る

に

當

6

て

常

に 

左

の

數

項

に

關

す

る

假

定

を

.明

確

に

表

示

し

て

一

方

に
 

於

て

は

在

來v
j

同

1

の

謬

論

に

陥

ゐ

る

こ

と

を

避

け

、 

又

一

方

に

於

て

は®

*

の
：誤

解

を

求

然

に

防

退

せ

ん

.

と
' 

欲

す

。

八
註

)

'

一
、
貨

幣

の

議..

二
：、
货
幣
增
加
の
期
間
又
は
度
數

三
、
貨

幣

增

加

の

原

因：  

:

四
、
貨
幣
の
增
加
ビ
各
階
級

•

の

利

害
‘

,

五
、
貨
幣
：の
增
加
と
物
價.並
^

企
業
ミ
の
關
係
：

'

:

六
、

利
子
.
步
、合
の
蒙
る
影
響
の
種
類

註
、

木
篇
に
於
て
は
！

"

貨
帶1

ミr

通
货」

と
か
同
意
義K

用
び? : 

リ
。
又
、
流
碰
货
幣
の
收
縮
が
金
利

1-
及
ぼ
す
影
響
に
關 

す
る
說.

明̂
#

略
せ
り
。
蓋
し
此
影
響
は
赏
幣
膨
腺
の
影 

_

と
略
ぼ
正
反
對
匁
る
か
以
て
、
，
故
ら

|:
之
か
論
述
す
る 

の
必
袈
か
見
ざ
る
か
以
て
め
リ
。

第
3£-
節

貨

|
£

の
膨
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ど
利
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予
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に
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ミ
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く

る

は

正

貨
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M
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を
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な
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以‘

て

利
A

子
ぐ
し
：貨
幣
の
數
量VJ'.

の
關
係
を
論
：ず
る
に
當&

'
て
之
を
'
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f

0
^
0

1
〇
四

除
外
す
る
も
推
理
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
あ 

&
'

ざ
れ
ど
も
、
正.
貴
と
紙
幣
€

の
增
減
は
箇
々
に
之
■を 

考
察
す
‘る
を..要
ず
る
な
&
。
然
6
と
雖7P

、 .

.
學
：趣
：の
解 

說
は
«1
ょ
^

^
に
'入

ん

、

傭

を

先

に

し

精

を

後

^

す

る 

基
策
と
な
す
を
以
丈
、
本
饰
^
於
て
は
第
ー
着
と
し 

^

*

8
 &

如
何
を
論
管̂

^

^

^
が

膨

脹

：せ

る

際
 

に
利
子
步
合
の
蒙
る
影
響
を
論
寒
せ
ん
ビ
欲
す
。
さ
れ 

ど
、
以
下
本®
^

於V
'

菩
人
の
說
く
る
假
定
は
實
際
社 

會
に
實
現
せ
ら'る
y 
.
こ
，

y
j

な

き

も

^

な

る

を

記

憶

ず

る
 

を
要
す
。
®
A

が
斯
く 
'の
如
き
事
實
に
反
す
る
假
走
を 

設
け
で
利
子
對
貨
幣
の
‘問
題
に
關
す
秦
事
を
說
明
せ 

ん
V
M

み
る
は
次
の1

f
 5

^
,

1

1

1
?
 

る
解
說
0
基
礎
を
築
か
んVJ

欲
す
る
が
^

め
な
ぅ
マ
し 

す
。11

k
り
に
外
國
と
；
'̂

等
取
弓._
1̂
を
有
せ§

‘る
或
國̂
 

於
け
る
總
て'の
人
の
所
持
せ
る
货
幣
.
の
數
量
が
：突
然
一 

夜
の
肋
に
何
等
か
の
原
顔
^
依
纟
て
激
增(

例
べ
ば
倍 

加)

せ
々
と̂

ば
，.
利
：子
步
合
は
免
何
な
る
影
響
を
蒙

•る

可

き

か

。

 

•

'

若
し
斯
く
の
.
如

く1

夜
.
の
間
に
貨
幣
：の
數
量
が
倍
加 

せ
，る
翌
朝
に.
於
て
.
總
て
の
貨
物
：の
僧
袼
が
騰
貴
し
.て
镑 

一
欉
に
谕
H

'

の1

一
倍
ぐJ

な
6

、
且
.

つ
她
代
S

家
貨
、
貨 

銀
、
俸
給
、
祖
稅
、.郵
稅
、
電
報l

i

話
料
、
運
質
1

 

て
の
契
約
.又
は
自
由
取
引
に■

、、つ‘C

K

挪
金
も
倍
加
せ 

る
'

の
み
な
ら
ず
、.
過
去
に
於
て
成
立
せ
し
債
務
、
例
へ 

ば
公
偾
、
社
債
、¥

間
の
貸
借
の
元
金
並
に
•利
子
も 

同
時
に
双
# :

3t
は
胄
»

胄
間
の
合
意
に
依
&
'て
倍
加
せ 

ら
れ
た
U

#

ば
、
刺

子

步

食

何

等

.の
影
響
を
蒙
ら 

ざ
る

可
し
。
如

何ヾ

」

«

れ
ぱ
利
.
子
步
合
は
_

通
資
金
の 

需
給
關
係
に
依
ぅ.
で
：定
ま
■
る
も
の
な
る
が
、.
上
記
の
假 

定
の
卞
に
於
て
.
は
資
金
0
雷
用
も
：又
其
供
給
も
共
に
何 

等
Q

變
動
を
蒙
ら̂

、

從

..つ

て

爾

潘

間

の

關

係

忙

異

動
 

を
生

：ず

るこ
ど
な
け
れ
ば
S

K

O而
し
て
斯
く
の
如
く 

貨
幣
激
增
前
に
於
け
る
資
金
の
需
給
關
係
が
依
然
と
し 

V

維
持
せ
ら
る 
> 
は

債

務

：の

：決

濟

^

せ

ょ
粗

桃
の
納
入 

に
せ
ょ
、
貨
物
の
賣
質
に
せ
ょ
、
將
た
又
地
代
家
賃
等

薇巧?'^愛難'5斑 鄉 瓦 ^ 5SSS 物猫防

の
支
挪
に
せ
ょ
‘、
其
他
總
て
の
場
合
•に
於
て
前
H
迄

一 

圓
を
、授
受
し
た‘る

處

に

ば

.
今
日
一
ー
圆
^

^

挪

び

或

は

收
 

鈉
ず
る.
も
の
な
る
を
以V

、

總.
て
の
人
の
收.
入
'が
ニ
倍 

と
な
る.
と
同
時
，校
支
出
も
亦
倍
加
す
る
を
以

V

、
各
個 

.
人
又
は
各
刚
體
の
收
入
總
额
ビ
^
出
總
额
と
の
間
に
於 

け
.る
比
例
は
貨
糌
激
墦
前
と
同
一
な
る
の'み
な
ら
ず
、

«

々
の
支
柳
の
間.
に.
於
け
る
比
率
も®.

ダ
の
收
A

の
間|

 

に
■於
け.
る
比
例
も
亦*

に
俞
日
ビ
變
も
，
'所
‘な
き
が
故
一 

に
、
貨
幣
の
倍
加
ば
寧
に
货
，幣
の
名
目
を
變
吏
サ
る
結

1  

染
を
M

せ
る
に
過
S '
ざ
る
を
以V

な
ヶ
。
換

言

す

れ|  

'«
、
檢
圆
、
，五II
I

、
*

幽
の
紙
幣
並
に.
五
拾
鏑
、
枪
餞
一 

の
銀
貨
等
の
數
が
倍
却
せ
るf

拘
は
&
ず
、

典
結 

架
は
從
前
0
拾
圆
紙
胳
を»

拾
圆
紙
幣
ビ
稱
し
、
拾
錢
一 

鈒
貨
を
贰
拾
餞
錐
貨
ビ
改
_

せ
る
の
結
架
と
同
一
なb
. 

と
す
。
吏
‘に
換
言
す
れ
ば
、
總
て
の
取
出
に
於
-て
從
前 

拾
圓
と
辦
し
^
名
も.
の
‘̂

® :
^S

と
し
五
^
«

マ

」

名
け 

，る
も
の.
：を
豐
圓
ぞ
，呼
ぶ
に
過
茗
ざ
る
な6
。

上
文
第
一
節
に
於
て
紹
介
せ
る*

貨
繁
.說
を
執
れ
る

經
濟
學
者
は
即
ち
典
假
定
を.設
け
て
利
子
#
合
が
貨
幣 

數
量.
の
變
動
に.
依
ト
て
何
等
の
澎
響
を
蒙
る'こ

と

な

.き 

を

主

張

し‘た
る
も
の
な
ぅ
と
す
。
然b- V

J

樣
も
、
吾
人
は 

.
假
令
1
:

の
數
量
が
突
然
倍
加
す
る.

2

あ
り
ビ
す
る 

も
、.
負
偾
の
无
金
並̂

利
子
が
何
等
の
變
览
を
蒙
る
も'
 

の
に.
非
#

る
を
8G
1 I
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。M
IS
I
f f
E

の 

公

僙

證

書

又

は

社

！
^

ば

依

然

ヒ

し

V

茛
圆
'の
.
额

商

價
 

格.
を
有
し
又
亩
圓
の»

偾
を
有
す
る*

人
は
從
前
ミ
0
 

じ
く.
1.

の.
金
.子
を
返
濟
す
る
の
義
務
を
有
す
る
に
過 

ぎ
ざ
る
の
■み
な
ら
t

、
此
等
の
偾
務
に
對
す
る
契
約̂ ̂

子
が
年
®

分.
な
，

e
v
e

せ
ば_
、
各
債
務
者
は
金
西
圓0
負 

偾
に
對
し
て
一.
ヶ
年
金
*
圓
以
上
を
支
拂
ふ
を
荽
せ
ざ 

る
.

落p o

货
释
が
倍
加
せ
：る
際
に.即
：日
法#
又
ば.
政.
# 

の
命
へ"
に
0
,
A
y
て
偾
務
を
倍
加
ず
る.
は
絕
’體
に
不
可
能

0
M
J

な
ら
ざ
ら
ん
も
、
斯
く
の.如
き
#

命
的
處
®
は
其 

先
例
な
き
の
み
な
ら
肀
、
向
後̂
於v

も
如
何
な
る
政. 

府
と
離
％
實
籽
ず
る
の
鑛
氣
：を
有
せ
ざ
る
な
ら
ん
。
之 

ノ
と
同
じ
ぐ
&
1 :
も
亦
» .
^
§
加

：せ

裊

る

〜

る

と

な

か

.る

浓.
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齡
十一

卷

(

六
八
六〕

雜

錄
、

利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
數
货
-說 

郞
芄
號 

一
o
六

可
し
。
又
、
俸
給
、
家®

、.
地
代
、
郵
税
、s
IL
L

M
m

信 

料
、'.
運
質
等
の
如
ぎ4 '
貨
幣
增
加
の
：結
粜
と
し
.て
早
晚 

幾
分.
か
引
上
げ
ら
る'、
な
ら
ん
も
、
此

上

は

*
ね
數 

迥
間
、
數
ヶ
月
又
は
數
ヶ
年
を
經
て
行
は
る

A

も
の
な 

6
と
す
。
' 
之
に
反
し.
て
物
價
と
下
級
勞
働
者
の
貨
餅
と
. 

は
貨
幣
の
激
增E

依
b
t :
少
時
間
內
に
何
等
か
の̂
® 

を
蒙
る
を
常
ど
せ
り
。
而
か
も
總
で
の
物
價
叉
は
總
で 

の
赁
鈒
が
直
ち
に
皆
な
同
一
の
率
を
以
セ
騰
貴
す
る
が 

如

き

こ

と

'決

し

V

無
し
。
同
じ
く
物
價
と
云
へ
ど
も
、 

政
府
の
專
寶
に
係
る
貨
物
、
例
へ
ば
煙
草
、
鹽
の
如
き 

'«
物
の
價
格
は
政
麻
の
任
意
に
定
め
得
る
も
の
な
り
，と 

雖
も
、一

且
當
局
考
が
此
等
の
貨
物
：の
賣
價
を
定
め
た 

る
上
は
假
令
貨
幣
の
'流
通
額
徼
增
し
普
通
の
競
争
貨
物 

の「

市
惯
が
暴
騰
す
る
マ」

も
其
都
度
上
記0 '
«

賣
價
格
を. 

if
ち
に
引
上
ぐ
る
が
如&

乙
ビ
な
か
る
可
し
。
競
^
貨 

物
の
市
®

は
勿
論
暴
騰
す
可
け
れ
ど
も
、
是
れ
ビ
て
も 

其
騰
貴
の
程
度
は
貨
物
に
依b

てj

欉
な
&
ず
。
谷
競 

银

貨

物

の

市

價

は

其

貨

物

の

：齋

用

ど

供
給
ど
R
依
6

て

足
ま
る
も
の
犮
る
を
以
：て
、
货
幣
の
倍
加
が
咎
货
幣
の 

市
憤
に
及•
ぼ
：す
影
■

は
各
貨
物
の
癖
用
と
供
給

v
j  

M

貨. 

幣
0
激
增
に
麻
ク
て
如
何
な
る
變
爾
を
受
け
し
か
に
俱 

り
て
定
ま
る.
も
の
な.
る
が
、
此
際
各
競̂

貨
物
の
TI
J
ff
i 

が
貨
幣
の
增
如V」

同.一

の
率
を
以
て
騰
貴
せ
^
る
可
き 

は
自
明
の
遡
な.
6
ミ
す
。
貨
幣
の
流
通
高Iが
倍
加
せ
ば 

物
憤
平
準
は
フ
ィ
シ
：ャ
ー
氏
'の
諭
斷
せ
る
が
如
く
或
は 

&
W

の
約
二
倍
又
■は
夫
れ
以
上
に
騰
貴
する
と
あ
る
可 

け
れ
ざ
も
、
個
々
の
物■僧
に
就
&
\
し
云
'
へ
ば
、
或
る
货 

物
の
價
格
ば
僅
か
に
四
：五
分
方
騰
貴
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る 

R

、
他
の
貨
物
の
市
價
が
一

一

倍
半
又
は
三.
倍
に
も
暴
騰
i 

す
る
こ
^
な
し
ビ
せ
ざ
る
な
&
。
賃
鈒
に
就
き
て
云
ふ 

も
之
ビ
同
じ
く
、
或
種
の.動

勞

の

報

.酬

ば

漸

や

ぐ

一

一

三 

分
乃
至
五
六
分
の
僧
如
を
見
る
に
反
し
、
他
種
の
勞
動
：
 

に

從

事

す

る

者

の

收

入

が

ニ

倍

又

三

倍

に

上

る

^

と

あ 

る

可

し。
•

：.

貨
卿
の
.
流
通
高
.
が
倍
加
せ
る
際
に
於
て
物
價
、
賃
鈒 

地
代
、
家
賃
、
租
税
、
運
賃
其
他
糖
々
の
廣
務
關
^

の

-潮

蒙
る
可
き
影
響
は
玆
に
输
說
せ
る
如
ぐ
な
.
る
が.
、.
然

ら

税
.
納
入
及
び
*
他
の
取
引
に
翁
す
る
猶
て
の
支
拂
金
も
.

茆
倍
加：

す
る
ビ
す
る
も
、
資
金
の
供
給
®
額
は
從
前
の 

一1

倍V」

な
る
可
き
毛
の
な
る
が
、

一
.
部
の
賃
銀
並
に
物 

價
の
騰
貴
を
除
き
，

V

は
前
述
の
如
く
貨
幣
の
激
增
す
る 

や
否
や
支
出
の
堦
加
を
酸
す
こ
と
な
き
を
以
て
、
資
傘 

.
の.
供
給
總
额
は
：此
際
：ニ
.倍
以
上
忙
達
す
可
し
ビ
推
斷
す 

る
こv

j

を
妨
げ
ざ
る
な
ぅ
。
 

■ 

‘

次
に
融
通
資
金
の®

用
栌
左
双
■
腺
せ
ざ
る
は
卞
の 

事
情
に
依
な

。
W 1
も
資
金
の
f r

ff
l

な
る
'も

の
は
«
負
偾 

の
決
濟
並
に
企
業
に
，對
す
る
投
資
等
の
爲
め
に
.金
錢
の 

必
要
を
威
せ
.
.る
：者
が
自

己

の
所

有

現

金

，
の
^

乏

せ

る

結
 

跟

V
J

し

V

他
人
ょ
り
其
供
給
を
仰
が
ん

V
J

欲
す
る
が
故 

に
«

生
す
る
現
象
な
る
が
、
吾
人‘の
假
定
に
依
6
此
等
、
 

の
資
金
雷
用
者
の
所
持
金
も
亦
倍
加
す
る
が
爲
め
に

 ヽ

或
る
者
の
需
用
高
は
減
少
文
或
る

-

翁
は
'

全

く

資

： 

金

：を

借

入

る

：
、
必

喪

：な

.

^

に

至

る¥

し

_
:
。
.
尤

も

此

際

赁
 

鈒
、
'
物
値
、
債
務
等
■

總
ズ
倍
加
せ
ぱ
、
資
金
の
需
用 

も
倍
加
す
；同
け
れ
ど
もS 
:吾

入

の

：與

！
ニ

指

摘

：せ

_る

が

如

ば
利
子
步
合
は.
如
何
な
る
影
響
を
蒙
る
可
き
や
。日
く
、 

貨
幣
流
通
高
激
增
の
第I

次
的
影
響
は
刺
子
步
合
を
幾 

分
か
低
下
せ
し
む
る
に
往
り
と
す
。
如
何S
な.
れ
ば
、 

吾
人
の
假
定
せ
る

が
如
く
^

し
流
通
貨
®

の
數
®
が
突 

然
倍
加
し
て
各
個
人
の
所
持.せ
、る»

■
额
が
一
一.
倚
ビ
.な 

ら
ば
、
融
通
資
金
の
供
給
が
直
ち
に
一
方
に
於
て
太
に 

膨
服
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
典
需
用
が
即
時
激̂V

る
が 

如
き
乙
S
な
か
る
可
き
を
以.V

.

な
^V。

.
,此
際
融
通
資
金
の
供
給
が
激
增
す
る
は
下
の
理
1̂
1
に 

基
づ
く
も
の
な
り
ビ
す
。
各
社
會K-
は
收
入
が
支
出
に'
 

«

過
す
る
爲
め
に
常̂

®
金
を
擁
す
る
考
あ&

て
^
等 

の
人
々
が
融
通
資
金
の
供
給
者
ビ
爲
る
％

の
な
る
が
、 

彼
等
：は
假
令
所
持
金
が
倍
加
.
せ.
ず
と
も
赀
幾
何
か
の
資'
 

金
を
供
給
せ
んw

せ
る
者
な
る
が
故
に
、
各
自
の
所
持 

金
が
倍g

せ
ぼ
、
' 其
供
給
額
：も
自
ら
.激
猶
す
る
は
多
言 

を
須
a

ず
し
て
明
か
な6
 
0加
之
、
§

流

®

高

が

倍
 

加

ぜ

る

際

に

假

り

：に

.1

步
を
讓
h
v

貨
物
の
購
入(

粗.

節
十
一
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馆
十一

卷

(

六
八
，八)

m

錄
利
子
論
上.
に
於
け
、
る
货
擗
数
麓
說

 

第
五
！
！

一

 
〇
八

、
ィ

眾

に
j

卻

の

貨

银

又

：は

物

鐵

が

if
fi.
ち

.
^
多

少

騰

貴

ず
 

高
は«

ぎ
ぎ
な
：を
以
，て
、
資
金©
！§
^
緻
額
は
■

ず 

.

る
こ
ビ
な
炉
名
可
し」
。
論
者
■或
'は

が

.
物

慎

：の

廳 

食
に
刺
戟
せ
ら
れ
命
業
櫥.張
を
*
^

し
、
資
金
の
#
用 

違

め
^
襄
常
の
膨
腺
を
見
る
可
し
と
宏
ば
ん
も
、
流 

1 ,
貨
幣
の
數«

が
1
時
に
倍
加
す
‘る
や
直
ち.
に
總
.て
の 

物

憤

が

す

る
■も

の

：ぢ

非

ざ

る

を

記

憶

せ

ざ

る

可

か
 

ら
ず
。
貨
物
の*

惯
が
騰
貴
す
.'る
は
基
の
窗
用
が
增 

加
し
て
始
め
て
發
生
す
名
现
象
に
し
て
、
貨
幣
の
激
增 

共
物
は
直
ち
に
：物
價
を‘騰
貴
せ
し.
む
る

も
の
に
非
す
。
 

尤

も

各

の

所

持

金

が

.突
然
倍
加
せ
ばヽ
或
る

一
部 

の
人
々
*>
直
ち
に
從
前
ょ6

も
多
量
の
®
物
.を
購
入
す 

可
き
は
必
然.
の
勢
な
る'を

以

て

、

物

價

.が

其

の

爲

め

に
 

多
少
»

貴
す
可
§:
は
勿
論
な
り
。
さ
れ
ど
、
此
際
總

V

 

の
個
人
が
直
ち̂

從
前.
の

ニ

倍

又

は

三

、
倍

に

相

當

ず

る
 

货

物

を

'
!«
入

す
る
が
#

き
は
^

b
得
可
か
ら
ざ
$
乙
，と 

な
れ
ば
、
物
®
が
ー
般
に
暴
膙
す
可
し
と
推
斷
す
る
こ 

と
を
#

ざ
：る
な
む
。
又
、
如
何
な
る
貨
物
が
最
も
騰
貴

ず
る
^
至
る
：可_

か
«

容
爲
^
豫
知
す
る
こ
と
能
は
ぎ 

_
る
が.
故
は
、：

假.
令
：'

1.

部
の
貨
物.
の

騰

貴

；
に

刺

戟

せ

ら

れ
 

麻

は

：其

騰

貴

を

見

越

し

V

生

產

業

を

籠

す
6
者
も
あ 

'りV」

す
名
も
、
*，
そ.
は
最
初.
ブ
局
部
^
限
&
る
可
く
、'從 

つ
て

企
| |
«

#

の
1

が«

«
の
^

^
と

^
に
直
ち
に

\  

6
と
す
。

\

勿
論
融
a

資
金
の
供
給
が
通
貨
膨
脹の
結
*

ミ
し
て 

\

如
何
：程
激
增
ず
、るy
u
も

、

其
^
需
用
が
同
時
に
旦
つ
同 

\  

..一
 

程
度
杧
膨
脹
せ̂

，
利
子
步
合
は
何
等
の
影»

を
.
1 

一
ら
ざ
る
攻
6
ん
。
如
何
ビ
な
れ
ば
、
資
金
.の
需
用
ビ
供 

I

給

？

の

間

.
に

於

け

る
比
例
が
從
爾
と
同
一
な
る
以
上

 ヽ

\  

.需
給
關
係̂

依
6

て
定
ま
：る
利
子
步
合
の
變
動
す
るが 

ハ
如
き
こ
と
な
か
る
可
き
を

以
て
な
り
。

さ
れ
ど

、
上
述 

の

如

く1

方
に
於
て
資
金
0

供
給
が
從
前
の
土
®

上 

に
膨
脹
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、
他
.
の

1

方
に
於
て
は
資
金 

の
_
需
用
.
が
倍
加
は
愚
が
僅
か
に
.多ルノ
の
增
加
を
見

る
に 

過
ぎ
ぎ
'る
が
故
U

、
刺
：子
步
合
は
當
然
幾
分
か
低
落
す

る
'
至̂
.'る

教

ぅ

，
。

 

.

斯
く
0
如
く
貨
幣
膨
脹:0
第
一.
次
的
i

は
利
チ
 ̂

合

を

低

落

：せ

.
し
む
る.
R-
在.
b 
ノ
レ
離
も
、
數.
日
又
は
數
迦：'  

間
#

に
は
利
字
步
合
は
貨
幣
膨
脹
の
第”
一
次
的
^||ぢ

 

し
て
幾
分
炉
昂
騰
す
るr
R
至
る
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば 

時
を
經
る
に
從
ひ'»
初
局
部
的.
な
6
.
し

綾

慢

な

る

物

價
 

勝
貴
は
益
々
一
般
的
マ

J

な
b
且
つ
愈
々
急
激VJ

な
る
結 

架
と
し
て
、
企
桊
家
殊
に
製
造
業
考
の
利
潤
は
漸
次
僧 

如
す
る
の
傾
向
を
有
す
る

、 y
j

同
時
^
、
融
通
資
金M 
0
供
：
 

給.
が
膨
職
せ'る
、結

果

，と

し

て

從

前

ょ

り

も

低

率

の

利

子
 

に
て
資
金
を
借
入
る 
>
 こ.V

J

を
，#
る
が
爲
め
に
、
兹
：に 

在
來
の
製
造
業
者
が
歌
業
を
概
張
す
る
以
外
に
.
，新
た
R 

同
秫
の
製
造
業
を
營
む
者
を
生
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
其 

製
造
業
に
原
料
を
供
給
す
る
事
業
、
其
他
運
輸
ヽ
仲
質 

等
其
琪
業
と
何
等
か
の
關
係
を
洧
す
る
布
ゆ
る
事
業
も 

旺
碰
と
爲
る
結
朵
と
し•
て
、
融
通
資
金
の
®
用
が
次
第 

に
膨
脹
し
、
延
ひ
て
一
度
び
下
落
せ
、し
、刺
子
^
合
を
引 

上
げ
し
む
る
に
至
る
可
き
を
以
て
な
り
。

.

以
上
論
述
せ
る
が
如
く
、
貨
幣
の
流
通
高
が
突
然

1
'

 

時
に
倍
加
せ
る
際
に
刺
子.步
合
の
蒙
る
第
一
次
.的
影
響 

は
步
合
：の
低
落.
に
しV

、

第
.
二
次
的
影
響
は
.幾
分
の
恢 

復
な
卜
と
す
。
此
第
ニ
次
的
結
跟
と
し
て
金
利
が
舊
率 

じ
復
す
る
か
否
や
は
物
慎
騰
貴
のS

1S
V

J

程
度
、
企
業 

家

の

受

く

る

刺

戟

の. ®

度
等
^

®

り
て
定
ま
る
可
&

も 

の

，
忙

し

V

、
吾
人
が
猶
-

^

に
種
：今
架
空
的
の
假
定
を
設 

け
て
妄
断
す
る
も«

益
0
事

業

V
J
:

爲
り
了
る
處

n

あ 

6
:0
第
三
次
的
影
響
に
就
き
セ
云
ふ
も
亦
冏
じ
。
如
何 

ビ
な
れ
ば
、
第
三
次
：的
影
響
は
第
一
一
k

的
影
#

ょ

ぅ

も

 

页
に
.
.

1

餍
複
雜
な
る
.
可
け
‘

れ
ば
な
h

。

又

、

页

に

最

後

に

}

言

す

可

き

は

本

節
..
^

於

て

論

述
 

せ

る
所

a

左
'

の
，事

項

に

於

て

實

際

ミ

合

致

せ

ざ

る

の

舞
 

を
^

す

る

の

一.

事

に

存.

せ
b

と

す

。

I

、

本

節

に

，於

て

は

货

幣

.

の.

み

に

就

きv

i r

じ

れ 

る

が

、

今

日

に

於

て

队
#

用

«

度

を

度

外

し
 

て.

，利

子

步

合.

の

高

低

を

諭

中

る

ぼ

不

完

全

な

，
 

る
*

究

た

る

、
を

免
^

れ

ず
，
。

.
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第

十

一

卷C

六
九
〇)

•雜
錄
利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
敷
鈾
說 

笫

五

號

二
 G

1,
>

.

貨
幣
淤
本
節
0
假

定

：
の

如

く

同

時

に

總

て

の

' 

人
の
手
中
に
僻
1
す
る
が
如
き
こ
ミ
な
し-0 

三
、
貨
幣
の
膨
脹
は
本
節
に
於
て
假
定
せ
る
が
如 

ぐ

突

然1
時
に
行

は

る
y
乙
と

な

く
し
て

、 

漸

次

に

：發

生

す

^

現
象
な
b

o
 

斯
く
の
如
く
實
狀VJ

.

一
.致
せ
ざ
る
假
定
を
設
け
て
利 

子
對
貨
幣
！
：題
を
考
究
せ
る
は
此
關
題
に
關
す
る
祓
雜 

な

る
現
象
を
説
明
す^ -

第
一̂

»

と

し

て_

« 1

的
に
根 

本
原
理
を
刚
明
せ
ん
ビ
欲
せ
る
が
爲
な
ぅ
と
す
。

さ
れ 

ば
、
今
や
吾
人
は
進
ん
で
本
論
に
入
り
て
貨
姐
の
膨
脹 

と
利
子
步
合
ど
の
間
に
於
ける
®

る

錯

綜

.せ

る

關

係

を
 

'
ば
。

,

一
、
正
貨
の
膨
脹
と■
子
步
合(

第
六
節)

I

一
、
紙
幣
の.膨
脹
と
利
子#
合(

鹩
七
節)

の
題
下
に
之
を
討
究
せ
ん

w

欲
す
。
貨
幣
の
膨
脹
を
ば 

正
貨
の.
膨
M
V
J

紙
幣
の
膨
腸
と
.に
區
別
せ
る
は
此
兩
考 

が
备
多
少
異
な
れる
影
響
を
利
子
步
合4

ぼ
：す
も
の 

.
な
る
を
以
て
な
う
。
補
助
貨
幣
は
比
較
的
重
要
な
ら
ざ

る
地
位
を
占
む
る
名
の
な
告
を
以
て
之
を
除
外
せ
り
。 

又
、
正
貨
能
に
紙
幣
：：の

收

_

咚
利
子
步
合
に
對
し
て 

其
膨
脹
と
略
ぼ
：正
反
對&
.

:5
影
響
5:
與
ふ
る
も
の
な 

る
が
故
.
にr

其

關

係

.
^
對

す

る

說

明

は

之

れ

を

省

略

せ

第
穴
節
金
貨

0
膨
腺
怒
利
子
步
合

最
近
の
統
計
に
據
れ
ば
：、
大
正
六
年
一
一
月
末
日
に
於 

け
る
我
國
の
通
貨
流
通
總
顧
は
六
億
六
千
三
西
ニ
十
七 

萬
圓
に
し
て
、
其
中
金
貨
は
四
千
九
西
五
十

一

蔣
圓
即 

ち
全
額
の
四
分
强
に
達
せ
る*

な
る
が
、
實
險
に
は
我 

國
內
に
於
て
斯
く
の
如
き
宜
额
の
金
貨が
流
通
せ

ざ

る
 

は
世
間
周
知
の
事
實.
た
ぅ
。
曾
て
山
崎
博
士
の
指
摘
せ 

る
，が
：如
く(

註
、一.

)

我
國
は
金
貨
の
流
通
せ
ざ
る
金
貨 

國
に
し
て
、
英
國
の
ク
イ
ザ
ー
氏
の
如
き
も

(

註
、
ニ)  

我
國
の
貨
幣
制
度
を
ば
金
爲
替
本
位
制
ビ
獬
せ
し
，

」

と 

す
ら

あ
ぅ
き
.。
從
つ

てm
i l
に
於
け
る
利
子
步
合
變
働 

の
原
因
を
考
究
す
る
に
當
り
す
流
诹
正
貨
の
增
減
を
假

次、'̂妒• f,怒

定
し
て
樅
理
を
試
み
る
は
徒
勞
に
牖
す
る
が
如
し
ミ

_
 

.
も
、
今
次
大
戰
亂
の
.勃
發
以
前に

は
英

仙

獨

等

.
の

歐

讲 

金
貨
®

に
於
て
多
額
の
金
貨
流
通
せ
しf」

と
な
れ
ば
、

:
金
貨
の
職
臌
と
刺
子# :
合

.と

の

關

係

を

硏

究

す

る

ば

世
 

界
谷
國
共
通
の
現
象
を
根
.據
と

す

る學
理
の
雜
究
士
無 

益
の
事
業
ミ
看
做
す
乙̂

能
は
ざ
る
可
し
。

さ
れ
ど
，、
金
貨
の
流
通
额
ミ
利
子
步
合
ビ
の
關
係
を 

刚
明
す
る
以
前it.
吾
人
は
先
づI

國
内
に
於
け
る
正
貨 

の
證
が
如
何
な
るM
0
に
侬
P
て
膨
脹
す
る
も
の
な 

る
か
を
知
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
惟
ふ
に
金
貨
流
通
額
の 

增
加
を
誘
致
す
る
旅
阁
種
々
あ
る
可
け
れ

V
J.

も
、
其® 

主
な
る
も
の
ビ
し
て
は
。

一
、
金
の
輸
入
超
過 

ニ
、
國
內
に
於
け
る
金
產
额
の
泔
加 

三
、
金
製
品
を
原
料
ヒ
す
る
金
貨
鋳
造
の
增
加 

の
三
純
の
事
情
を
跟
ぐ
る
こ

v

し
を
得
ん
か
。
而
し
て
此 

等
の
詣
腺
f
fl
は
利
子
沙
合
に
對
し
て
各
々
多
少
興
な
れ 

る
影•盤
を
典
ふ
る
も
の
な
る
を
以
て
、
以
下
順
次
項
を

改
めV

谷
關
係
を
別
々
に
說
述
せ
ん
と
欲
す
。

最
後
に
；史
に
注
意
し
置
か
ん
ビ
欲
す
る
は
本
節
に
於 

て
論
述
す
る
要
點
が
流
通
正
货
の
膨
膦
ビ
利
子
步
合
ぐ
し 

の
蘭
係
に
外
な
ら
ず
し
て
、
實
際
市
場
に
流
通
せ
る

金 

貨
が
师
等
か0
原
因
に
侬
り
て
增
加
せ
し
場
合
.に
於
て 

利
子
步
合
の
蒙̂-
'
可
き
影
響
に
0
み
1
及

す

る

に

過
..

J ' 

ざ

る

の一

事
な
b
と
す
。
國
內
に
於
ける
金
保
有
高
が

膨
脹
せ
る
も
、
茬
し
典«

加
«
が
跟
に
正
貨
準
備
と
し 

て.
利
用
せ
ら
れ
、
之
に
對
し
で
兌
換
券
を
增
發
せ
る
際 

に
於
て
金
利
の
蒙
る
可
き
影
響
は
別
に
第
七
節
に
て
之 

を
論
数
せ
ん
と
欲
，す。

■

、

独

I

、
1

-货
幣
銀
行
問
姐

 

一2

.

(

明
治
四
十
五
华
五
カ
狎
版
、

.

宵
十
四
、
洱
萸
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註
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H
a

d
le
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W
it

h
e

r
s

 

:  

M
o

n
e

y

 

C
h

a
n

g
in

g

 

,  1913
,  

p
.s

.

'

第
ニ
款
：' 
金
0
輸
入
超
過 

金
の
輸
入

‘赵
過
を
誘
致
す
る
旅
因
は
無
數
な
る
が
、 

廿
：ハ
中
最
も
重
耍
々
る
も
の
を
列
激
す
れ
ば
灰
の
如
し
。

-

一
、
政
府
の
外
資
輸
入
並
に
愤
金
受
入

第

肀

ー

卷(

六
.九一
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子
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上
に
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け
る
货
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數
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第
十1

象

(

六
九
ニ)

雜

錄
利
子
論
上

1:
’於
け
る
蕃
數
赍
魏 

第
^
號

ニ

ニ

1
1
S民

，賴

の

外

資

糨

入

、
.

I,
貨

物

の

繁

超

過 

，

四
、
i

利
潤
、
利
子
、
保
險
料
其
他
國
際
镇 

勘
«
の
受
入
超
過 

此
等
四
個
の
事
情̂

镲
I

項
を
除
け
ぼ
他
は
悉
く
民 

間
の
卿
定
( ;
係
か
る
も
0
な
る
を
以
て
金
の
輸
入
超
過

|  

の.
關

係

者

を

.政

府

す

说

開

と

の

一

一

階

級

に

大

別

す

る

 >」

S.
を
妨
げ
ず
。
？
れ
ば
、
吾
人
は
此
分
類
1;
基
含<:
先

\ 

づ
政
府
が
金
を
輸
入
せ
し
f

iv
利
子
步
合
が
如
何
な
一 

.

.
る
變
動
を
蒙
る
可
き
か
を
考
察
せ
ん
ヒ
欲
す

。
‘ 

\ 

我
國
が
日
淸
戦
银
後
代
ニ
»

圆

の

償

金

：
を

淸

顧

ょ

&
 \ 

受
納
し
、
獨
逸
が
普
佛
戦
爭
後
妬
怫
國
ょ

i
 
ニ：十f

一

の
賠
偾
金
を
嗓
取
り
し̂

如
く
、'
或
'

る

政

府

が

外

補

ょ| 

b

#

翁
支
挪
を
受
け
た
る

.

$

き
‘

叉
は
.
我
政
^

^

日
.

«
 

戰
部
後
に
於
て
或
は
支
那.が
最
珉
^

於
て
*

^

に
«

行 

せ
し
が
如
く
、
巨
観
の
外
資
を
輸
入
せ
し
g

き
^

は
刺 

子
.
步
命
は
如
何
な
各̂

#

翁

る

可

き

か

。
外
國
金
舰 

市
場
に
.於
て
新
た
に
國
倩
を
慕
集
す
る
は
外
國
ょ
り
政

府

が.
輸

入

す

る
.
貨

物'に.
對

す.
:5
T
X
刺
^
充.
つ
，
.る

を

以

て 

主
な
る
！

m
:

的
g
 .

.̂

钇

以

、
て
、

所

謂

外

資

.の

輸

入

は

必
 

ず
し.
も
金
*

の.
輸
入
金
思
味
せ̂

れ
r

も
、
外
偾
を
慕 

集
せ
る1

結
果
と
し.
て
1

0

IE
货
现
存
高
が
幾
分
か 

膨
脹
す
る
の
傾
佝
を
有
す
.る
は
外
資
輸
入
國
の
金
保
有 

高
に
關
す
る
統
計
の.
明
示
す
る
所
な6
と
す
。
從
つv

 

償
金
を
受
入
犮
る.
^
^
に
”於
て
も
外
資
を
輸A

せ
る
際 

U

於
て
も
政
府
は
其
手
許
に
##]
ょ
り
も
多
額
の
金
を 

保
有
ず
る
' の
結
果.
を
呈
す
る
'も.
の
、な
る
炉
、
政
府
は̂
 

し
て
如
何
摩
る
用
途̂

此
#
^

^

^
す
可
き.
か
0
利
子 

步

：舍

の

蒙

る

影

饗

ば

實

に

S

用
途
の
如
何
に
依
ら
て
定
定 

ま
る
：も
の«
>
c
v
i

す
。

今
次
蛾
带
中U
於
て
我
政
府
が
國
庫
金
を
以
て
英
國 

の
@
期購入せ

t
 
- 
V
と-
ぁ
^v

し
が
、
斯v-の

如 

き
政
#
0

投
資
は.
僅
，少'
0
例
外
^

る

に

上

、
ま
^
'

、

由

來

， 

各
暾
の
；政
府
は
常̂
靈

め

窗

用

者

^
し
て
供
給
者
に 

非
.̂

。'
從

つ

で

政

府

.
の

金

保

有

高

が

增

加

し

之

を

以

て 

金
貨
を
增_

せ
じ
際̂.
於
て
は
政
府
は
之
をK
間
事
業

p %
k s

. . ■? ■■. ■■ • ■■'■■.

；i

に
投
せ
す
し
て
、
寧6
政
费
又
は
公
企
業
の
資
金
に
充 

つ

る

な

ら

ん

。

從
っ
て
政
府
の
行
ふ
金
輸
入
は
金
利
を
騰
落
せ
し
め 

ず
し
で

、

唯
躁
府
が
命
の
增
加
額
を
以
て
購
入
す
る
貨 

物
の
僧
格
を
騰
貴
せ.
し
め
且
つ
政
府
が
«
傭
す
る
勞
働 

潘
の
.赁
龈
をy[
上
げ
し
む
る
に
花
る
可
し
。
さ
れ
ど
、

同
時
に
政
府
の
手
を

®

す

る
金
の

®

入
は
利
子
步
合
の 

騰
貴
を
消
極
的
に
防
逷
せ;̂
の
結
果
を
里
す
る
こ
：と
あ 

る
可
き
5:
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
利
子
步
合
騰
貴
の
一，.
 

消
極
的
防
巡
と
は.
何
^
や
。
臼
く
ヽ
.
苦
し
政
府
が
公
企 

業
の
資
金
を
外
债
に
求
め
ず
し
て
內
國
金
齜
市
場
に
於 

て
之
が
調
達
を
圖A
し
な
ら
ば
、
利
子
步
合
は
幾
分
か 

失
れ
が
爲
め
に
引
締
ま
る
可
か
り
し
に
、
外

國

の

資

本

|  

家
に
所
要
資
金
の
供
給
を
仰
ぎ
た
る
結
果
と
し
て
騰
貴 

す
可
か
り
し
金
利
が
何
等
の
變
励
を
蒙
ら
ざ
，

CV

し
こ
と 

即
ち
是
れ
な
り
と
す
。

之
に
反
し
て
政
府
が
、
®
し
饨
内
即
が
曾
て
外
偾
を 

慕
狼
し
て
内
國
偾
を
傲
還
せ
し
が
如
く
、
輸
入
せ
る
外

資
を
ば
政
#

又
は
官
營
事
業
の
資
金
に
充
當
せ
ず
し
て 

之
.
を
民
間
め
会
業
家
に
刺
用
せ
し
め
な
ば
、
利
子
步
合 

は
當
然
幾
分
か
低#

す
る
の
傾
向
を
有
す
可
し
。

由
是
«

之

、

政

府

の

系

を

»-
ず

る

金

の

輸

入

は

其

用
 

途
の
如
何
にM依

b

て
东
の
第
二
次
的
影
響
を
齎
ら
す
も 

の
な
b
 VJ

す
。
' 

.

.

rp
:

'

正
貨
が
政
費
文
は
公
企
業0
資
金
に
充
.
て

ら

，

'

る
れ
ば
、
物
價
騰
貴
す
る̂
#

子
步
合
ぬ
，

000

 

:

1 /
J

せ
^
^
。

乙

さ

れ

ど

、
之
を
民,

企
攀

； |
ひ

释
版

|
;
.2}|3 

れ
ば
、：

利
子
如
合
s

ff
i

o

絶
和
•

い
。

.
次
に(

甲)

の
場
合
に
於
け
る.
第
二
次
的
影
*
は
如
何 

と
云
ふ
に
、
物
價
皿
貴
の
結
艰
と
し
て
企
業
の
利
潤
增 

加
し
、
；
企
業
の
利'潤
滑
大
ぜ
ば
企
業
旺
盛
と
な
&
資
金 

の
鮮
用
®
加
す
る
に
至hる
可
き
に
由b
、
利
子
步
八
ロ
は 

騰
*

す
る.
の
傾
向
を
有
す
可
し
。(

a

)

の

^

情

の

下

に
 

花
り
て
は
利
子
步
合
の
低
狢
は
企
蒸
を
刺
戟
し
、
企
業

の

勃

興

は

：物

«

の

騰

貴

蚤
.
促
&
1>
、

物

價0

騰

貴

：
は
5 1

笫
十一

潴

G
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雜
錄
利
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論
上
に
於
け
る
货
幣
数
量
就
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第
十
ー
俭

(

六
九
四

〕

雜

錄

利

+
論
上
に
於
け
る
货
幣
數
傲
訛

に
企
業
の
旺
碰
を
誘
致
し
、
利
子
步
合
は
延
ひ
て
上
騰 

す
る
の
趨
勢
を
持
す
る
に
：生
る
な
ら
ん
。
從
つ
て
政
府 

が
金
を
輸
入
せ
じ
場
合
に
は
興
第

一

次
的
影
響
は
其
金' 

の
用
途
の
如
何
に
依
み
て
異
な
れ
ど
も
、
利
子
步
合
に
一 

及
ぼ
す
其
第
一
一
次
的
影
響
は
孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
略 

同
様
な
り
ビ
看
做̂

を
妨
げ
ず
。
換
言
す
れ
ば
、
外
資 

輸
入
は
利
子
步
合
を
一
時
的
に
低
落
せ
し
む
る
も
..の
な 

る
も
、
其
低
落
は
持
續
せ
ら
る/'
も
の
に
非
ず
。

以

上

論

述

す

る

所

は

金

が

政

府

の

手

-^
依

ヶ

て

輸

入
 

せ
ら
れ
た
る
場
合
に
起
る
現
象
に
欄
す
る
も
の
な
る
が 

若
し
金
が
民
間
の
企
業
家
の
勘
定
に
依
り
て
輸
入
せ
ら 

れ
た
b
e

せ
ば
、
利
子
步
合
は
直
ち
に
如
何
な
る
影
響 

を
蒙
る
可
き
か
。
惟
ふ
に
銀
行
業
の
發
達
せ
る
國
に
於 

て
企
業
家
が
外
資
を
輸
入
じ
或
る
は
外
國
ょ
の
.諸 

種
の
受
入
金
を
有
す
る
際
に
は
爲
咎
奶
作
用
を
利
用
す 

可
き
に
依
り
、
金
の
輸
入
は
銀
行
の
手
に
侬b

て
行
は 

る
可
し
。
我
國
に
就
き
て
云
は
く
、
我
商
人
が
假
り
に 

|

€\
圓

の

命

子

を

歐

狹

箭

國

ょ

セ

渾

需

品

の

代

金

と

し

0

0
 
-
.

ナ 
5
 :

V

し
受
取
る
可
き
も
の
な"

^

と
せ
ば
、

il
f
c

金
額
に
對
す
る 

爲
替
手
形
を
疋
金
銀̂

に
«
却
し
、
其
代
金
を
正
金*

 

行
叉
は
他
の
取
引
銀
行^

预

入

す

可

き

が

、

，
一

方

爲

替 

相
場
は
順̂

な
レ
遂
忙
現
送
點
以
上
に
達
し
、
次
い
で 

正
貨
が
內
國
に
流
入
す
る
に
至
る乙
.

V
J

.

あ
ら
ん
。
從
つ 

て
銀
行
の
手
を
通
ず
る
正
貨
の
輸
入
超
過
は
、

一
方
に 

於V

は
企
業
家
‘の
資
金
潤
深
と
爲
る
結
果
ビ
し
で
其
購 

買
カ
壻
進
し
、
購
買
力
の
增
進
は
物
價
の
騰
貴
を
促
進 

す
る
の
傾
向
を
有
ず
る
？
同
時
に
又
一
方
に
於
て
は
銀 

行
は
激
增
せ
る
金
銀
を
利
用
す
る
目
的
を
以
て
貸
出
の 

增
加
を
圖
る
爲.

め
、
割
引
步
合
並
に
貸
附
步
合
を
低
下 

せ
し
む
る
に
至
る
可
し0
是
れ
即
ち
銀
行
を
®
じ
て
行 

は
る
、金
輸
入
超
過
の
第

一

次
的
影
響
な
す
。

次
に
物
‘傲
の
騰
貴
は^
*

を
刺
戟
し
、
資
金
の
需
駆 

に
延
ひ
て
膨
脹
し、> 
利
子
步
合
は
夫
れ
が
爲
め
に■
«
 

す
る
の
隞
向
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又

1

方
に
於
て 

銀
行
が
利
子
步
合
を®
下
せ
し
結
果
S
し
て
資
金
の
需 

用
增
加
し
、
貸
出
の
榧
加
は
度
に
物
價
の
昂
騰
を
促
進

I薇 想

し
、
此
物
價
の
騰
貴
は
吏
忙
典
方
面
ょ
ぅ
し
て
資
金
の 

需
用
を
僧
加
し
、
遂
に
一
旦
低
下
せ
し
利
子
步
合
を
上 

騰
せ
し
む
可
き
に
依-CV、

金
輸
入
の
第
二
次
的
影
響
は 

利
子
を
■引
締
む
る
に

.存
せ
&
 V

J

云
ふ
を

得
可
し
。

以
上
金
が
唯
一
岡
多
量
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
際
に
利 

子
步
合
の
蒙
る
可
き
第1

次
的
並
に
第
二
次
的
影
響
を 

論
述
し
た
る
が
、
若
し
其
輸
入
が
政
府
の
手
を
通
じ
て 

行
は
る
る
ビ
せ
ば
利
子
步
合
は
金
の
用
途
の
如
何
に
依 

b

て
差
は
あ
る
も
先
づ
幾
分
か
低
落
す
る
の
傾
向
を
有 

し
次S

で
騰
貴
し
、
葙
し
銀
行
に
依b

て
行
は
れ
た
シ 

と
せ
ば
、
金
利
は
先
づ
前
渚
の
場
合
に
於
け
.
る
ょ
b
も 

稍
々
蓊
し
く
低
蒗
し
次
い
で
騰
貴
す
可
き
傾
向
を
^
す 

る
も
の
な
る
を
知
れb
。
而
し
て
教
し
此
金
の
輸
入
が 

m

に
一
冏
に
止
ま
ら
ず
し
て
數
囘
又
は
永
久
に
連
緻
的 

に
行
は
れ
た
り
と
せ
ば
、
如
何
な
る
結
果
を
來
す
可
き 

か
。
日
く
第
二p i
目
並
に
其
以
後
の
輸
入
名
苦
し
數
贵 

に
等
浚
な
け
れ
ば
、
第一

间
の
輸
入
と
同I

の
影
響
を 

利

子

渉

合

に

與

ふ

る

は

匆

論

な

す

。
而
し
て
若
し

各
囘
：の

.

輸.
入
ょ
り
次
囘
：の
輸
入
迄
の
期
肫
が
短
か
れ 

ば
、
前
囘
の
第
ー1
次
的
影
響
が
次
囘
の
第1
次
的
i

 

の
爲
め
全
く
相
殺.
せ

ら

る

、

こ

と

あ

る

可

け

れ

ば

、

金 

の
輸
入
が
迚
虜
的
ー
に
行
は
る
>
概
り
利
子
步
合
は
低
率 

を
維
持
す
る
5
あ
る
や

も
知
る
可
か
ら
ざ
る
な

b

o
從 

つ
て
、
外
資
輸
入
に
.依
ぅ
て
國
內
の
利
率
を
低
位
に
保 

允
ん
と
欲
せ
ば
、
勢a

外
資
輸
入
を
幾
度
も
繰
返
し
て 

行
ふ
の
必
要
を
生
ず
るI

あ
6
。
是
れ
日
.露
戰
淨
後
我 

政
府
が
金
利
政
策
の
實
施
上
經
驗
せ
し
所
な
ぅ
と
す
。

勿
論
以
上
說
述
せ：

る
所
は
利
子
步
合
に
及
ぼ
す
金
の 

輸
入
の
み
の
影
響
を
前
提
せ.る
も
の
に
し
て
、
.
內
_
に 

於
け
る
特
純
の
事
情
例
へ
ば
內
胤
、
政
策
の
變
M

、
企
業 

家
の
違
算
ょ
り
生
ず
る
破̂

等
に
依
5
て
誘
致
せ
ら
る
、
 

、
産
業
界
の
榄
亂
が
利
子
步
合
に
與
ふ
る
^
_
を
無
視 

せ
り
。
此
等
の
事
情
と
利
子
步
合

>
/J

の
蹦
係
は
別
箇
の 

讲
»

に
しV

吾
人
の
极
究
し
つ> 
あ
る
金
對
利
^
步
合 

の
關
係
と
泥
同
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

第

二

款

國
內
に
於
け
る
金
產
额
の
增
加
：
：へ

第
十
一
第

(

六
九
S

雜

錄

■利
子

論

上
！！

於
は
る
货
幣
数
傲
；
說

m
五
^

五
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六)

離
錄
利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
敬
摄
說 

1
1

六

.
英
米
の
如
く
其
诹
土
内
に
幾
«
な
る
金
鑛
を
有
す
る 

國
に
於
て
哭
然
金
產
湖
が
激
泔
す
る
か
、
或
は
從
前
金 

? :
•
淹
11
1

せ
ざ
6

し
國
R
於
て
新
た
に
金
鑛
發
見
せ
ら
れ 

た
る
結
來
ビ
し
て11

:

-:
货
の
數
M
が
S
微
に
膨
脹
せ
ぅ
ビ 

假
®

せ
ば
、
利
子̂

合
は
如
何
な
る
影
響
を
蒙
る
可
き
、
 

か
。
云
ふ
迄
も
な
く
、
新
た
に
發
掘
精
製
せ
ら
れ
た
る
一 

金
は
金
鑛
業
潘
の
所
有
に
係
る
も
の
な
る
が
"
金
鑛
業 

满
は
如
何
な
る
方
法
に
依
ぅ
て
其
金
を
處
分
す
る
や

V
J

一
 

云
ふ
に
、
其
主
な
る
用
途
は
犮
の
四M

を

出

ざ

る.^
ら

一

一
、
事
業
の
椴
張
資
金 

\ 

ニ
、
負
偾
の
返
濟 

•

三
、
对
價
fi
t
券
等
に
對
す
る
投
資 

|

 

四
、
預
金

若
し
金
鑛
業
漭
が
激
堺
せ
し
佥
を
珙
業
の
璐
張
に

;]
]

ひ
金
鑛
業
に
必
婴
な
る
器
械
藥
品
等V
J

K

入
し
且
つ
新 

た
に
鑛
夬
を
雁
傭
せ
0
と
せ
ば
、
國
内
の
物
惯
と
«
银 

と
は
多
少
騰
货
す
る
に
架
る
可
け
れ
ざ
も
、
利
子
步
合

は
最
初
殆
ん
ど
何
等
の
影
織
：
を
藥
ら
ざ
る
可
し
。
加
之
、 

葙

し

金

鑛

業

の

有

利(£
爲
6
れ
る
結
娘
ミ
し
て
新
た
に 

此
事
業
を
企
圖
す
る
漭
頻
出
す
る
ビ
せ
ば
、
資
金
の
®

 

用
自
ら
膨
服
し
、
金
刺
は
却
つ
て
幾
分
か
騰
f i

す
る
や 

も
.« |

6
命

る

可

か

ら

^

。

然
り
と
雖
も
、
苦
し
金
鑛
雖
業
潜
が
新
た
に
多
散
に 

產
出
せ
ら
れ
し
金
を
ば
负
偾
の
返
却
に
利̂
す
る
か
" 

或
は
之
を
以
て
布
惯
說
難
を
騰
入
す
る
か
、
或
は
又
银 

行
R
之
を
常
座
预
金
又
は
定
期
預
金ヾ」

し

て

预
入
す
る 

と
せ
ば
、
金
融
界
の
資
金
の
供
給
は
夫
れ
丈
潤
澤
と
な 

利
子
步
合
は
爲
め
に
幾
分
か
下
^
す
る
に
至
る
な 

ら
ん
。
是
れ
即
ち
國
內
に
於
け
る
金
產
额
增
加
の
第
一 

次
的
影
響
な
り
ビ
す
。

次
に
第
二
次
的
影
響vj

し

て

は

金

利

低

^

の

結

染

ビ 

し
て
鈒
行
の
貸
出
堺
加
し
、
物®

は
爲
め
に
騰
貴
し
、 

資
金
の
需
JJ
I

は
從
つ
、て
膨
服
し
、
金
利
が
遂
に
上
騰
す 

、る
に
歪
る
の
傾
向
を
有
す
可
き
は
旣
に
前
款
に
於
て
詳 

述
せ
し
所
な
る
を
以
て
玆
に
苒
び
赘
言
す
る
の
必
獎
を

mt

■ ' へ … . '

見
ず
。

第
三
款
金
製
品
を
原
料
と
オ
る
金
貨
鋳
造 

の
增
加

.

金
貨
國
に
於
て
物
價
艰
準
の
騰
貴
せ
る
際
、
換
言
す 

れ
ぼ
金
の
購
賀
カ
が
低
下
せ
る
ビ
き
に
は
"
新
た
に
產 

出
せ
ら
れ
た
る
金
は
多
く
金
製
品
の
原
料
ヾ

」

し
て
利
用 

■
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
ず
、
旣
に
坊
間
に
流
通
せ
る
金
貨 

が
往
々
に
し
て
錄
解
せ
ら
れ
て
金
製
品
の
原
料
に
供
せ 

ら
る
、
こV

J

あ
6
0(

註)

金
貨
國
に
於
て
'不
換
紙
幣
が 

濫
發
せ
ら
れ
、
或
は
南
本
位
國
に
於
て
銀
貨
が
.濫
鋳
せ 

ら
れ
し
と
き
も
亦
同
じ
。
さ
れ
ど
之
に
反
し
て
金
貨
の 

缺
乏
を
感
じ
た
る
と
き
は
金
製
品
に
包
含
せ
.
ら
る
y

純. 

金
を
貨
幣
用
^
供
す
る
結
果
と
し
て
、
正
貨
の
數
最
が
，
 

金
の
流
入
又
は
金
產
额
の
财
加
に®

、つ
か
ず
し
て
膨M 

す
る
あ
歐
洲
大
戰
勃
發
以
後
怫
、
獨
、
露が 

紙
鞭
の
兌
換
を
停
止
せ
る
と
き
他
日
兌
換W
始
す
る
際 

に
支
柳
準
備
に
充
つ
る
と
同
時
に
戰
‘帮
中
不
換
紙
幣
の 

價
格
を
維
持
す
る
爲
め
に
 

■民
問
に
流
通
せ
る
金
貨
を
中

夹
銀
行
に
出
來
得
る
限b

吸
收
ず
る
以
外
に
金
製
品
の 

提
供
を
獎»

せ

る

は

、近

似

の

一

類

例

な

り

ど

す

。

歐

洲
 

政
府
は
敏
ち
に：

此
等
金
製
品
に
含
有
せ
：る
地
金
を
以
て 

正

貨

を

鑄

造

發

行

す

る

も

の

：

^
非
ず
ビ
雖
も
、
他P
之 

を
實
行
す
る
や
も
测b
知
，る.
可
か
ら
ず
。
總
て
斯C

の 

如
き
場
合
に
は
正
貨
.の
流
通
額
は
人
爲
的
に
膨
脹
す
る 

に.
至
る
も
の.
な
ヶV

J

す
0 

さ
，
れ

ば

、

斯

ぐ

の

如

ぐ

、

是

れ

迄

エ

®

に

用

ひ

：
ら

れ
 

2̂
A

し
金
力
貨
盤
ビ
し
て
用
ひ
ら
る/'
ミ
せ
は
、
刺
子 

步
合
は
如
何
な
る
影
響
を
蒙
る
可
令
か
。
日
く
若
む
現 

今
佛
獅
爾
國
に.
於
て
行a

つ
、
あ
る
が
如
く
、
巾
央
鈒 

行
が
金
を
ば
他
日
の
兌
換
開
始
に
備
ふ
る
爲
め
に
膝
.
有

，
 

す
る
と
せ
ば
、
.
利
子
步
合
：は
殆
ん
ど
何
等
の
影
響
を
蒙'
 

•ら
ざ
る
可
し
。
且
つ
又
、
芯
し
新
た
にH
S

ょ
b
货
赂 

用
，に
轉
用
せ
ら
れ
た
る
金
が
政
府
に
依b

て
貨
胳V

J

し 

て
鑄
造
發
行
せ
ら
れ
た
り
と
せ
ば
、
本
節
策
一
款
に
於 

て
偷
せ
る
が
如
く
利
子
は
最
初
殆
ん
^
何
等
の
影
響
を 

蒙
ら
ざ
る
可
し
。
又
、
之
に
反
し
て
、
此
金
貨
が
餵
行

婼
十1

卷

(

六
九
七)

利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
數
赀
說
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1
1

八

の
所
有
に
歸
す
る
か
、
或
は
鈒
行
に
預
入
せ
ら
る
、
と 

せ
ば
、
銀
行
は
貨
出
を
增
加
せ
ん
^
欲
し
、
割
引
又
は
貨 

付
步
合.
を
引
下
ぐ
る
な
ら
ん
。

(

詳
細.
は
本
節
第
一
款

)

觅
に
又
企
業
家
が
：其
所
有̂
係

：る

金

製

品

.
を
^
解
し 

て
金
貨
を
鋳
造
せ
し
め
其
金
貨
を
自
己
の
企*
資
金
マ
し 

し
て
用
ゐ
な
ば
、
利
子
步
合
は
單
に
消
極
的
影
響
を
蒙
、
 

る

に

過

ぎ

ざ

，
る

可

し

。

如

何

V」
な
れ
ば
、
苦
し
此
企
業 

家
が
金
貨
の
鑄
造
に
用a

得
る
多
量
の
金
製
品
を
所
有 

せ
ざ
り
し
な
ら

ば
、
或
は
慨
人
ょ6
資
金
を
借
入
れ
る 

結
梁
ビ
し
て
幾
分
か
市
場
の
金
利
を
昂
騰
せ
し
め
た
る 

や
名
知
れ
ざ
る
に
、
貴
重
品
を
刺
用
せ
る
爲
め
に
資
金 

の
供
給
を
仰
が
ざ
り
し
を
以
て
な6

。

^
 

iL
e

m
m

c
H

e
r

 

I  

M
o

n
e

y
,  

c
m
.

d
o
r
e

e l
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n

s
t

r
u

m
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& rI
r

v
t

h
e
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R
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r
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第

七

節

紙

幣

の

膨

脹

^

利

子

歩

合

紙
幣
は
政
府
の
發

行
R

係
る
と
銀

行

の

發

行

に係
る

ぐ
し
を
冏
は
ず
兌
換
券
並
に
不
換
紙
彼
の
ニ
種
に
之
を
大 

別
す
る
こ
と
を
得
可
く

、

*
換
券
は
災
に
正
貨
離
備
に 

對
し
て

«
れ
せ
ら

る
、
も
の
と

所
節
制
限
外
發
行
と
の 

一‘ー
種
に
分
類
す
る'を
妨
げ
ず
。
さ
れば
、

以
下
：

g

分
類 

•
に
基
づ
き
て
紙
幣
の
膨
脹

w

利

子

步

合

ビ

の
®]
係

に

諭
 

及

せ

ん

w

欲

す。.

第

J
.、

款

；̂

¥

.

.
の
增
.
發
.

兌
換
券
が
假
り
に
正
貨
準
備
の
膨
脹
せ
し

V
J

き
に
增 

發
せ
ら
れ
た
り
と
せ.
ば

、
刺
子
步
合
は
如
何
な
る
影
響 

を
る
可
き
か
。

 

，

抑
も
兌
換
券
.

は
常
に
'
正

.貨

準

備

の

許

す

最

大

限

度

迄
 

發
行
せ

ら

る
>

も
の
に
非
ざ
る
は
勿
論
、
紙
幣
發
行
の 

保
有
せ
る
正
貨
の
僧
加
す
な
每
に
又
は
其
正
貨
が
增
加 

せ
し
が
故
に
增
發
ぜ
ら
な
ゝ
も
の
に
非
ず
。
其
の
然
ら 

ざ
る
，ば
中
央
銀
行
が
往
：々

多
額
の
發
行
條
力
を
有
す
る 

を
觀
で
も
之
を
知
る
に
足
ら
ん
。
然
ら
ば
、
如
何
な
る 

時
：に
又
如
何
な
.る
事
情
の
下
に
於
て
兌
換
券
は
增
發
せ 

.

ら

る

>も
の
な
る
や
。
日
ぐ
、
融
通
資
金
の
®
用
膨
脹

茨、坪や，W

し
て
兌
換
券
の〗

缺
乏
を
威
せ
し
ビ
き
即
ち
是
れ
なb 

W
。

換
言
す
れ
ば
、
中
央
飯
行
に
對
す
る
手
形
の
割
引 

又
は
普
通
貸
付
の
！

1

求
激
增
せ
る

結
果
i

し
て
同
銀
行 

が
他
の
银
行
に
對
しv

或
は
直
接
個
人
に
對
し
て
紙
幣 

を
發
行
す
る
：も
の
な
り。

. 

,
 

從
つ
て
正
貨
準
備
の
範
圓
內
に
於
て
兗
換
#
が
增
發 

せ
ら
る

、
際

に

は

資

金

の

需

用

が

稍

々

膨

脹

.せ

る

結

果
 

と
し
て
.金
利
も
亦
幾
分
か
昂
騰
す
る
の
趨
勢
を
有
す
る 

を
常.
ビ
す
。
然
る
ゆ
此
資
金
の
雷
用
は
兌
換
難
の
增
發 

に
依
ト
て
充3

る
、
結
果
と
し
て
利
子
步
合
は
其
上
騰 

の
趨
勢
を
穸
少
緩
和
せ
ら
る
，
に至
る
可
し
。
是
れ
即 

ち
兌
換
券
の
第
一
次
的
影
響
な
り
と
す
。

：

然
ら
ば
第
二
次
的
影
響
は
如
何
。
日
く
、
兌
換
券
の 

增
：發
は
通
貨
を
膨
脹
也
し
め
、
通
貨
.の
膨
脹
は
物
價
の 

騰
貴
を
誘
導
し
、.
物
價
の
騰
貴
は
企
業
の
刺
戟
、
資
金 

需
用
'の
膨
脹
ビ
な
p

r

利
子
步
合
ば
玆
に
始
め
て
上» 

す.
る
の
傾
向
を
有
す•
る
に
至
る
な
り
。

而
し
て
幾
度
か
兌
換
券
が
僧
刘
せ
ら
る
れ
ば
、
霞
囘

の

增

發

の

第

：ニ
，
次

的

影

響

(

'騰
貨
の
'趨
勢)

は
次
囘
の 

增
發
の
第1

(

低
下
の
趨
勢)
の
爲
め
に
相 

殺
せ
ら
れ
て
、
利
子
步
合
は
最
初
の
增
發
以
前
に
於
け 

る
率

以
上.
に.

騰
貴
す
る'
こ

と

：な
含

や
も
知
る
可
か
ら 

ず
。
加
之
、
苦
し
紙
幣
の
增
發
が
頻
繁
に
、
多
最
に
且
つ 

長
'期
間
に
百
ー
&

て
行
は.
る
，
と

せ

ば

、
刺
子
步
合
は
最 

初
の
»ゝ

以
下
に
低
落
す
る
？
-
ミ
ぁ
る
可
し
。
蓋
し
紙
幣 

の.
大
»:
發
は
，物
價
の
騰
貴.
を
惹
趄
し
、
物
價
の
暴
騰
は 

企
業
を
刺
戟
し
、
資
金«
用
0
膨
脹
を
誘
致
し
遂
に
刺 

子..步
合
の
'昂
騰..を
麗
生
す
る
を
常
と
す
る
も.の

な

れ

.ど 

も
、
物
價
の
録
激
な
る
騰
貴
が
.或
る
程
度
以
上
に
及
ぶ 

ビ
&

は
：貨
物
：の
需
用
が
減
退
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
を 

以
て
、
貨
%

の
#
給
潘
は
必
ず
し
も
其
業
務
を
無
限
に
、
 

擴
張
す
る
を
欲
せ
ざ.
る
な
々
。加
之
、.器
械
製
作
品
に
在 

b

て
は
原
料
、
，器
械
等
の
製
出
に
多
少
.
の
，時

日

を
.®
す 

る
も
の
な
れ
ぼ
、ff
i
格
の
如
何
に#

は.
&
ず
製
造
*
者 

が
其
の
供
給
を
仰
ぐ
こ
ビ
能
は
ば
る
こ
と
ぁ
り
。
现
時 

我
國
の
毛
織
物
業
潘"
紡
織
業
潘-
ヽ
建
築
業
*
等
が
羊

m
十

ブ

卷

(

六
^
九〕

錄

利

子

論

上
|-
於
け
る
貴
幣
數
量
說

第
盡

九

^
 

f
t
; 

* J
n
v
i 
f 

V 
l»
 s
t

%
 

u*
 

V 

Jz.



辦
十一

卷

(

七
0
0)

雜

錄

利

子

論

上

|-
於
は
る
货
幣
數
最
說 

第

玉

號

■ 

r

ニ
〇

毛
、
棉
花
、
鏹
等
の
購
入
に
困
難
を
感
じ
つ
、
あ
る
は
其 

適
例
な
ぅ
ビ
す
。
又
、
製
造
業
者
は
假
令
各
自
の
.製
出 

に
係
る
货
物
の
®
格
が
现
に
騰
货
せ
る
も
近
き
將
來
に 

於
'て
低
落
す
る
こ

と

あ
る
可
き

を
豫
想
し
.て5 L

i r
- l

:

を
. 

'濫
り
に
據
張.
せ
ざ
る
こ
S

あ
り
。
從
りV

1

方
に
於
て 

物
«

が

頻

り

に

，
騰

貴

し

つ

>

あ
る
に
拘
ら
ず
、
企

業

が|  

比
較
的
振
は
ず
し
て
資
金
め
髂
用
又
左
程
膨
賬
せ
ざ
る 

結
*
、
全
融
綾
漫
に
し
て
金
利
が
低
率
を
保
ク
こ
ビ
あ 

る
な
办
。'現
時
に
於
け
る
我
金
融
市
場
の
狀
態
は
其#

ナ
例
を
示
し
つ
、
あ
り
。
歐
洲
大
戰
の
勃
發
せ
る
大
正 

三
年
七
月
來
日
に
於
け
る
日
本
龈
行
兌
換#

の
發
行
高\ 

は
三
億
三
.千
百
〇
三
蔣
五
千
三
百
九
十
六
圆
な
ぅ
し
に 

大
正
六
年.
一|
月
末.
日
に
淤
け
る
同
凝
行
現
在:«
は.
四
® 

七
千
六
百
四
十
九
萬
三
千
七
西
三
十

一

圓
に
激
增
し
、

ニ
年
七
ヶ
■月
間
に
ニ
億
四
千
五
西
四
十
.五
离
圓
餘
即
ち 

約
四
割
四
分
方
增
發
せ
ら
れ
た
る
が、
' 1

方
物
债
も
著 

し
く
騰
貴
せ
る
を
見
る
。
東
京
經
濟
新
報
社
の
編
纂
に
. 

係
る
東
京
卸
寶
物
價
指
數
表
.

(

大

疋
二
年

一 .

月
末
の
物

惯
を
否
と
す)

は
大
正
三
年
七
月
末
に
は
九
〇*
九
を
：

示
.， 

せ

し

に

、

大

疋

六

年

ー

一

月

下

旬

^
は
1
四
〇_
な.
る

：數

を 

表
は
せ
る
を
以
て
、
苦
し
其
指
數
が
正
碓
に
物
價
艰
準
. 

の
變
動
を
指
示
す..
る
も
の
な
ぅ
と
假
定
せ
ば
、
開
戦
後 

1
1年
七
ヶ
月
即
に
東
京
市
の
物
價
«
約
五
齔
四
分
方
騰 

貴
せ
り
。(

註)

斯
ぐ
の
如
く
紙
幣
の
流
狐
高
は
激
增
し 

物
價
：も
暴
騰
せ
る
が̂

2
、

若
し
利
子
論
上
に
於
け
る 

非
貨
幣
說
に
し1 :
正
：確
な
0

ど
，せ
ば.
、
利
子
步
合
は
亦. 

同
じ
く
上
騰
：す
可
き
當
な
る
に
、
事
實
は
然
ら
ず
し
て 

利
子.
步.
合
は
開
戰
以
前.
ょ
ぅ
も
却
つ
て.
下
落
せ
ゲ
。
日 

本
酿
行.

低.
の
割
引
步
合
は
大JE
H
年
七
月
に
は
こ® 

な
b
し
に
大
正
：六
年
二
月
中
は
一
錢
六
原
に
し
て
、
典 

後

0
1
1月
十
六
日)

，
f

 |
«

四
：厘
に
引
下
げ
ら
れ
た 

b
。
又
、
東
京
銀
狞
集|
所
0.
調
査
に
基
き
て
、
大IE
三 

年
七
月
中
並
^
大
疋
六
年
ニ
月
中
に
於
け
る
東
京
鈕
合 

銀
行
の
割
引
步
合
を
比
較
す
れ
ば&

の.
如
し
。(

註
、11

)

.
'
.
_
#
低
平
均

 

‘大
疋
三
年
七
月
中
三

9

1

1

0

:

1、五

手

.二
*I

八
.

f IHl . . .

A

.
大
正
六
年
ニ
方
沖
ニ

*八
〇
一
。一
〇

7
六
五 

0

~

. 

. 0
0
0
.

0
〇
。四
五

.

O

六
三

低

落

率

1剡
ニ
分
，五
姐
ニ
剡
九
分
二
割
七
分
六
輝
：

即
ち
最
高
、
最
低
、
平
均
率
.を
通
じ
て
著
し
く
低
落 

せ
し
が
"
ヾ
其
中
最
低
率
の
下
落
は
最
も
願
著
なb
。

由
是
觀
之
、
紙
幣
の
增
微
が
頻
繁
に
行
は
る
れ
ば
、 

物
價
は
騰
貴
す
る
も
、
利
子
步
合
が
却
つ
て
下
落
す
る 

,j

<£
■
ぁ
り
。
歐
洲
戦iL
勃
發
以
後
に
於
ける
我
金
融
市 

場
の
實
狀
は
非
貨
骼
說
の
必
す
し
も
正
確
な
ら
ざ
る
こ 

と
を
示
す
4

の
な
ぅV

J

す
。

註一

、「

來
洋
經
濟
新
報

」

大
疋
六
年
ニ
月
五
日
號
十
四
真
並
に
同
上
大 

3 [
*-
:

ハ
年
三
刀
玉
：

=

號

三

萸

。

KJ
-ニ
、
大
藏
省
理
財
周
緝
籙「

大
疋
四
半
四
月
調
金
融
龈
頌
參
考
#
1 

.
へ
內
關
之
部)

九
十
1
5
]1
[
|
.
1:
大
正
六
非
三
月
ニ
十
=
發
行「

叙 

行
狐
倍
錄J

統
評
之
部
五
贺

第
二
款
.
制
限
外
發
行：
.

.

中
央
銀
行
が
疋
價
準
備
の
許
す
最
高
限
度
迄
兌
換
券 

を
锻
行
し
た
る
狻
页
に保
證

準

備

'
に

對

し

て
兌

換

^

を 

發
行
す
る
き
；金
融
の

®
边
せ
る
際
に
し
て
、

铱
十1

餘

(

七
〇一

)

合
中
央
鈒
行
又
は
他0
_

錐

行

に

貨

付

茬

し

く

は

傲
 

引
を
請
求
す
る
潜
は
自
然
比
較
的
高
率
の
金
利
を
支
拂 

ふ
こ
マ」

を

擗

せ

ざ

る

可

く

r

又

一

方

に

於

て

は中
央
銀 

行
も
制
限
外
發
行
に
對
し
で
は
特
に
高
率
の
發
行
稅 

(

我
國
に
て
は
年
五
分
以
上

)

を
’支
拂
は
ざ
る
を
#
ざ
る 

が
故
に
谰
限
內
發
行R
依
り
て
貨
出
を
行
ふ
場
合
ょ0 

も

幾

分

：か

割

高

0 .
:
金
刺
を
要
求
す
可
き
は
勿
論
な1
 

\

從
つ
て
制
限
外
の
微
行
を
見
る
は
金
利
が
比
較
的
騰
貴 

一
せ

し

と

き

なb

と

云
ふ
を
得
可
し.
。
若
し
.染
し

て
然
ら 

ば
、
此
兌
換
券
の
制
限
外
發
行
は
如
何
な
る
影
響
を
刹 

I
.'

子
#

^

に
及
ぼ
す
も
の
：な
るか
。
日
く
、
紙̂

の
增
徽 

は
金
融
办
M
迫
を
緩
和
す
る
.の
效
カ
を
有
す
る
も
のS 

\

れ
ば
、
金
利
は
夫
れに
依

o

て
鱗
分.
か
低
落
す
る
か
、

..或
ば
少
ぐ
レ
も

其
騰
貴
の
趨
勢
を
頓
挫
せし
め
ら
る
フ 

の
傾
向
を
有
す
可
き
な
b
。
さ
れ
ど
、
事
實
が
果
し
て 

此
唯
起
の
正
7*
:
^
る
?:
立

瞪

す

るか
否
ゃ
を
檢
.激
す
.る

爲
め
に
"
茳
に
大
正
五
年
巾
に
行
は
れ
た
る
兌
換
^
の 

出
場
制
限
外
發
行
の
滕
に
於
け
る
來
京
市
中
最
低
割
别
涉
合

雜
錄
利
子
論
上
ド
於
け
る
貨
褙
败
跫
傲

t

-

w

-

c

v

V
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i<t
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_
十
一
卷

(

七
0 
ニ〕

鉻
別
子
骑
上

LL

於
け
る
货
幣

M.
M
說

Bi
v
3L.

.̂

1  

ニ
ニ

V
J

典
前
後
に
於
け
る
同
上
步
合
ビ
の
：
比
較
表
を
示 ̂

ん
。(

越
年
期
は
金
融
遥
边
に
し
て
制
限
外
發
行
ぶ
見
る 

を
常
爲
す
を
以
て
、
^
し
年
始
ょ
り
年
末
迄
を
調
蜜 

の
標
準
ど
せ
ば
ヽ
越
年
期
の
制
限
外
發
行
期
日
の
長
短
：

S

行
间
數

第

1

同 

笫
ニ
间 

笫
三
间 

第
四
间 

第
五
冏 

第
一
ハIU
3.

第
七
间 

合

針
 

平

均

制
限
外
發
行 

開
始
月d

一刀
ニ
十

/v
H 

六
只
十
二
 

H 

七
月
三
十

. 一
H 

八
刀U

十
六ロ 

九
ガ
ニ
十
九

H 

十
ニ
十
七

P 

十
.一月一一

十
五
：23

月同 
上 
終 

H局

ニ
”
四

H 

七
月
四
日 

同 

上 

九
刀
ニ
 

H 

十
月
.ニ
 

n 

十 
一
;J
六
H 

翌年 
一12̂

ハ
n

を
正
確
に
知
る
こ
と
を
得
ざ
る
の
礙
れ
あ
る
が
故
に
、 

左

表

に

て

は

假

り

に

大

正

五

尔

一

>]
七

日

ょ

纟

大

正

六
 

年..
一
月
六
日
迄
を
大
正
五
年
度

V
J

看

做

せ

办

。

因

に

.
云 

大

正

五

：年

は

.
関

年

なb

。.}; 

\

制
限
外
發 

行
関
始
の

： 

前
H
I:
於

ける取山识

7I
J
最
低
剡 

引
步
合

1:.屋一
三
〇 

1

ニ
〇 

1
1

五 

1
ニ
〇 

一
ニ
〇 

1

三
〇

限
外
發
行 

開
始
日
の 

同
上.
渉.
合
、

妓
瓯
私

'
1

四
〇

1  

S

.

ニ1
〇

一
 

ニ 0

一
ニ
〇 

!  

ニ
〇 

一
四
〇•

限
外
發
行 

終
局H

U.
 

於
け
る
同

上
客

1

ニ〇 
一ニ五 

j
‘
8 

1

ニ〇 

1

ニ〇 

1

ニ〇 

1  

i

i
、■.表 * ■ • , *——• —一 . Y-り

ゴJL *— • ' 一-** ,— % w_>rnT

O 〇 五 〇 3T〇

限
外
發
行

繼
續H
數
，，

八 

B

ニ
十
三

P 

1

日 

八

.

H

0 

o

十
一
日 

四十三

R

限
外
發

I

仃開 

、始前
！！

於け 

る
發
行
餘
カ

機
總

n
數

二

十

I 

R 

百
二
十
八

n: 

ニ
十
六
日 

二
十
五

H 

ニ
十
六

n 

二
十
四

n 

十

八

H

九

十

八

日

ニ?|
六
十
八
日

1

1
5
•三I 
ニ
七

ニ
五
。七 

一
ニ
ニ•
八
十
0

前
表
の
示
す
所
に
據
れ
ば
、
第
七
囘
を
除
く
の
外
、
何 

れ
の
制
限
外
發
行
に
於
て
も
、
割
引
步
合
が
限
外
發
行
卟 

騰
貴
せ
し
こw

な
き
は
勿
論
幾
分
か
低
落
す
る
傾
向
を
表

3
十

八

n

は
せ
り
。
第
七
囘
の
限
外
發
行
ば

一

例
外
に
し
て
、
其 

繼
績
吩
割
引
步
合•
は
著
し
く
昂
騰
せ
し
が>
 
こ
は
其
湖 

間
中
資
金
の
需
用
激
增
ぜ
ム
爲
め
に
し
て
、
若
し
限
外

M iIt
m  >

發
行
を
行
は
ざ&

し
な
ら
ば
、
步
合
は
ニ
餍
*
だ
し
く 

上
騰
し
た
る
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
、
此
例
外
た
る
第
七
囘 

を
加
ふ
る
も
、
全
七
囘
の
制
限
外
發
珩
を
通
ず
る
承
均 

步

合

は

何.
a
次
の
如
く
限
外
發
行
が
利
子
步
合
を
低
落 

せ
し
む
る
こI

產

せ

り

。

.

1

1

\

制
限
外
發
行
開
始
前
R
の
步
合
の
平
均 

一

ニ

四

三\ 

限
外
發
行
開
始
當
日
の
少
合
の
平
均 

I
n
i

一
 

限
外
發
行
終
局
當
H
.の
步
合
の
平
均 

し

ニ

.
玉
七 

典
翌
H
の
步
合
の
平
均 

二

三

八

一

即
ち
限
外
發
行
開
始
日
の
步
合
は
其
前
日
よ
り
も
高
. 

く
、
限
外
發
行
終
局
當
日
の
步
合
は
開
始
日
よ
り
も
低 

く
、
其
翌
日
の
步
合
は
終
局
日
よ
り
も
低
き
の
み
な
ら 

ず
、
開
始
の
前
日
よ
b
も
却
つ
て
低
位
に
あ
ぅ
。
是

れ

\ 

限
外
發
行
が
金
利
を
低
下
せ
し
む
な
の
傾
向
を
有
ず
る 

Z
€
を
瞪
明
す
る
も

の
に
非
ず
し
て
何
ぞや
。

‘ 

最
後
に
聊
か
®
人
の
注
目
に
値
す
る
は
吸
外
發
わの 

繼
績
日
數
が
槪
ね
發
行
餘
カ
繼
績U

數
よ
b

も
遥
か
.

i t 

短
少
ぁ
る
0'
一
 

事
な
し
す
。
前
表
の
示
す
所
’に
據
れ

ば
、.

大
正
五
年
中
に
於
け‘る
後
潘
の
苹
均
日
數
味
一
囘.
 

三
十
八
日
に
な
る
，に
、
前
*
の
弗
均
ば
ー
囘
僅
か
に
十 

四
日
に
過
ぎ
ざ
る
なh
。
.此
現
象
は
限
外
發
行
が
犟
に 

金
利
を
低
落
せ
し
む
る
の
效
力
を
有
す
る
の
み
な
ら 

.
ず
、
此
效
カ
が
短
日
月
の
間
^
其
の
成
果
を
齋
す
も
の 

な
るrJ

ve
J
を
明
示
せ
b
。(

註)

0

本
款
め
爽
は「

銀
行
狐
倌
錄」

に
蹒
1

$

金
融
寒
表
か 

翦
礎
と
し
て
作
製
せ
り
。

第
三
款
不
換
紙
幣
パ

，，.. 

‘

 

不
換
紙
幣
は
之
を
銀
行
の
.發
行
せ
る
も
の
ビ
政
府
が 

s
 S

的
に
沲
通
せ
し
め̂

る
も
の
€
め
ニ
猶
に
分
類
す. 

る
乙
^
を
得
可
し
。
.，銀
行
の
發
行
す
る
不
換
紙
幣
に
は 

又
觅
祀
米
國
殖
民
地
時
代
の
土
地
銀
行
の
發
行
ぜし
紙 

幣
の
如
ぐ
最
初
ょ
り
之
に
對
し
て
何
等
のIE
1 I
準
備
を 

置
か
ざ
b
し
も
の
ビ
日
本
銀
行
設
立
以
前
に
於
け
る
我 

國
立
M

行
の
發
行
せ
し
紙
幣
の
如
く
最
初
は
兌
換'#
な
：
 

り
し
に
刺
度
の
缺
陷
又
は
其®
用
上
の
過
誤
或
は
政;ft

の
命
令
若.
^
ぐ

養

請

：取

爲

硌

^ :
養

尥

塯

發

せ

：

1 ,
結
：

,

' : 

第
卜一

卷

,(

七
〇
三)

雜

錄

刺

S

上
に
於
け
る
蓁I

跳

,

望

挪

ニ

一

三
■

•
f 

, 

, 

, 

I 

.

.
'
ご.
.

-：
--

''
:
.

--
-

.

'
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:
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•
十

}
卷

(

七
〇
四)

雜

錄
.

刺
子
5

に
於
け
る
貨
幣
歡
最
觀 

.莖

姚

H
四

來
と
し
て
、
不
換
紙
幣！

y
j

化
し
終
6

た
る
も
の
と
の
別 

為
^
。
3
れ
ど
、
其
*
質
の
如
何
を
問
は
ず
、
政
府
の 

命
令
又
は
强
請
に
依
ら
ず
し
て
龈
行
の
發
行
せ
し
不
換 

紙
幣
、
換
言
せ
ば
芷
貨
を
引
換
難
備

V
J

せ
す
し
て
流
通 

せ.
し
め
ら
名
、
紙
幣
は
夫
れ
丈
け
融
通
資
金
の
供
給
を 

膨
脹
せ
'(.
む
る
も
の
な
る
を
以
て
、
利
子
步
合
が
即
時 

*.
«
<—

に
依
b

て
多
少
低
落
す
る
に
至
^
の
傾
向
を
有 

す
る
は
必
然
の
勢
な6
と
す
。
少
く
$
1
金
利
の
騰
貴 

は
之
に
依
り
て
緩
和
せ
ら
る
なA

。
：是
れ
即
ち
不
換
紙. 

幣
發
行
又
は
增
發
の
第.
一
次
的
影
響
な6

と
す
。
さ
れ 

ど
、
不
換
紙
幣
發
行
叉
は
榭
發
に
基
く
通
貨
の
膨
脹
は 

物
價
の
麟
貴
を
綉
致
す
る0
結
果
金
利
は
茲
に
多
少
恢 

復
す
る
に
至
る
可
き
なb
。
'
是
れ
即
ち
第
一一次
的
®
* 

な.C
N

^

す
。

次

に

明

治

の

初

年

我

政

府

が

直

接

發

行

乙

.、

又

は

今 

次

戰
■#
中

獨

逸

聯

邦

政

府

が

强

制

的

に

流

通

せ

し

め

つ
 

、
あ
る
不
換
紙
幣
、
恭
し
く
は
普
#
戰
爭
中
佛
國
政
府 

が
，佛
蘭
西
鈒
行
を
しy

又
今
次
戰
儆
中
大
陸
交
戰
國
が

各
其
巾
央
鈒
行
を
し
て
發
行
せ
し
め
た
る
不
換
紙
粮
は 

如
何
な
る
影
響
を
金
利
に
及
ぼ
す
も
の
な

.
る
か
。
日
ぐ 

Jl-
ff
i
0
T
ir
0
幣
は
政
府
か
直
接
發
行
す
る
も
の
ビ
1R 

行
を
し'て
發
行
せ
し
む
る
も
の
；

v
j

の
別
な
ぐ
，
政f
# 

M
«

の
調
達
を
目
的
と
す̂
も
の
な.
る
を
以
て
、
具
發 

行
は
夫
れ
自
身
.に
於
て
直
ち
に
銀
行
の
貨

11
1
^
金
?:
« 

加
せ
し
め
ざ
る
が
故
に
、
金
利
«
眾
に
消
極
的
影
響
を 

蒙.
る
に
過
ぎ.
ずV

J。

詳
言
す
れ
ば
政
府
がtf
L
搂
發
行
す 

る
不
換
紙
幣
は
.
軍
需
品.
の
代
金
又
は
軍
人m
M
等
の
俸 

給
並
に
字
當VJ
し
て
支
拂«

る

、

も

の

な

れ

ば

、

勿

® 

並
に
賃
銀1の
騰
貴
を
誘
致
す
可
き
も
ヽ
利
子
步
合
は
直 

知
に
何
等
の
影
響
を
蒙
，

&
ざ
る
な
&
。
鈒
行
が
政
府
の 

命
令
に
依
ぅ
て
發
行
す
る
木
換
紙
幣
に
就
き
て
云
ふ
も 

亦
同
じ
。.如
何.
;̂
な
れ
ば
、
.
此

種

.
の

紙

幣

は

直

ち

に

政 

油

に

貸

上

金

v
j

し

て

交

附

せ

‘
ら

る

 
>
 も

の
K
し

て

、
.
政 

府

は

之

を

以

.て

直

接

發

行

す

る

不

換

紙

幣

S
闾
一
の
用 

途

に

供

す

可

き

が

故

な

す

。
さ
れ

.VJ、

此
«
の
不 

換
紙
幣
は•
上
述
の
如
く
金
利
に
.對
し
て
消
極
的
影
響
を

及
ぼ
す
こV」

あ
る
を
看
過
す
可
か
ら
ず
。
如
何

V」

な
れ 

ば
、
政
府
が
若
し
此
.方
法
に
侬
ら
ず
し
て
眾
费
を
調
鐵 

す
る
と
せ/3:
*
、
勢
ひ
祖
税
を
*
徵
す
る
か
或
は
公
偾
を 

慕
集
，せ
ざ
る
可
炉
ら
ざ
る
も
、
祖
税
の
僧
徵
並
に
公
使 

の
慕
集
は
共
に
ー
.時
金
融
を
遥
迫
な
ら
し
む
る
の
結
果 

を
有
す
る
を
常

V
J

爲
す
を
以
て
、
金
刺
は
凿
ら
别
«
ら 

ざ
:̂

を
得
ざ
る
も
の
な
る
が
.
、
^
し
贝
^
此
笔
ニ
カ
法I 

を
避
け
て
不
換m

幣
の
發
行
叉
は
增
發
に
依
り
て
张
資

： 

金
を
求
む
る
ビ
せ
ば
、
騰
貴
す
可
か
6
'し
金
利
は
一
時
一 

何

等

.
の

鏡

動

を

受

け

ざ

る

可
け
れ
ば

f

。
是.
れ
Mi
l
ち_ 

吾
人
の
消
極
的
影
響
と
獬
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず

。..

以
上
說
述
す
る
所
は
金
利
の
蒙
る
不
換
紙
幣
の
第
ー 

，次
的
贤
響
の
說
明
な
る
が
、
其
第
二
次
的
影
響
？
し

て

1 

は
®

貨
膨
脹
の
爲
め
物®

沪
騰
貴
し
.金
利
が
延
び
セ
昂 

|

す
る
に
.

至
る
可
き
«

向
を
有
1 :
.
る
'
.を
©

却
す
可
か
'
ら

. 

ず
。
大
陴
交
戰
國
の
金
利
が
戰
前
な
る
も
高
率
な
る
一 

原
因
は
之
を
孩
额
取
上
る
不
換
紙
幣
の
流5£
に

求

む

る
.
 

こ

V」

を

得

る̂

办
。

谘
十
'
l

f(

七
〇
a*
‘
雜錄刺子論上

^
於けゐ
货；

第八節結言

•

以
上
數
十
頁
に
百
一
卩
て
糨
說
せ
し
が
如
く
、
流
通
貨 

幣
の
t i
ll
i

は
利
子
歩
合
を
低
落
せ
し
む
る
も
の
に
非
彳 

v
j

主
張
す
る
所
謂
非
貨
幣
說
論
者
の
持
說
は
取
る
に
足 

ら
ざ
る
謬
見
な
る
と
同
時
に
、
通
货
の
激
增
は
常
に
必 

す
し
も
直
ち
に
金
利
を
暴
落
せ
し
む
る
の
結
果
を
虽
す 

可
し
'マ
し

も

論

斷

す

る

i
能
は
ざ
る
も
の
に
し
て
、
貨
幣 

救
最
ピ
利
率
せ
の
間
に
■於
け
る
關
係
たる
や
頗
る
微
妙 

且
つ
旗
雜
に
し
て
從
來
試
み
ら
れ
た
る
が
如
き
平
凡
單 

t t
な
る
碎
說
を
以
て
は
到
底
之
を
關
明
す
る
，

j

と
不
可 

;i
g

な-

^
す
。.

要
す
る
^
金
^
'

力.
、〉

■)
!]
貨
の
肢
肌
に
 ̂

々
て
何
等
か
の
影
響
を
蒙
る
も
の
な
る
か
"
苦
し
蒙
る 

と
^
ば
如
何
な
る
變
動
を
受
く
る
も
の
な
る
力
は
、
肋 

|1
す

：
る

通

货

.
の

穂

類

、
：
其

臟

脹

の

旅

因

の

如

何

、
'
其

膨
 

揋
の
度
數
並
に
期
間
：の
長
短
、
物
價
騰
貴
.の
辟
度
等
に 

衣
6
,

て
定

ま.
る.

も
の
な-C

N
:

：°

如
.

之

、
#

萍
.V

J

通
f
ノ
小
..翁 

ビ
の
關
係
に
就
き
て
は
伸
縮
後
直
^
に
作
用
す
ゐ
第
ム 

次
的影

！
！

と
稍
々
眼
を
經
て
發
生
ず
る
第11

次
的
影
響 

第
三
次
：

5

影
響
等
ビ

を
截
然
區
別
し
て
觀
察
又
は
考
觉 

を
進
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
思
は
ざ
る
：の 

典
謬
に
®

ゐ
る
乙
マ
し
な
し
と
せ
ざ
る
な
办
。

(

完)

m 
歡
盡 

玺

-m
r
s


